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こ
の
度
、
昭
和
五
十
二
年
に
高
野
山
大
学
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
（
中
川
善
教
代
表
）
に
よ
っ
て
初
版
本
（
昭
和
八

年
～
昭
和
十
五
年
刊
行
）
を
校
訂
し
て
復
刊
さ
れ
た
『
真
言
宗
全
書
（
校
訂
版
）
』
全
四
十
二
巻
付
解
題
・
索
引
（
全
四

十
四
冊
）
が
、D

V
D

-
R

O
M

１
枚
の
電
子
版
で
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

初
版
本
は
、
昭
和
六
年
に
弘
法
大
師
御
入
定
千
百
年
御
遠
忌
の
報
恩
記
念
事
業
と
し
て
真
言
宗
各
派
の
協
力
の
も

と
真
言
宗
の
事
相
教
相
に
関
す
る
重
要
な
諸
典
籍
を
集
成
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
『
真
言
宗
全
書
』
は
「
真
全
（
シ
ン
ゼ
ン
）
」
と
略
称
さ
れ
、
真
言
教
学
や
日
本
密
教
思
想
の
研
究
に
必
須
の
典
籍
と

し
て
真
言
宗
寺
院
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
の
大
学
、
研
究
所
、
研
究
者
な
ど
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
校
訂
版

（
全
四
十
四
冊
）
は
平
成
十
六
年
に
も
復
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
高
騰
し
て
稀
覯
本
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
二
〇
一
〇
年
は
「
電
子
書
籍
元
年
」
と
よ
ば
れ
、
急
激
に
電
子
書
籍
の
刊
行
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。 

 

こ
の
『
真
言
宗
全
書
』DV

D
-
R

O
M

の
発
刊
は
誠
に
時
宜
を
え
た
企
画
と
言
え
よ
う
。 

 

こ
の
発
刊
に
よ
り
斯
学
の
研
究
が
益
々
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
改
訂
再
版
と
い
う
今

後
の
課
題
に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。 
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収
録
デ
ー
タ
に
関
し
て 

 
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
各
巻
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
（図
一
）い
た
だ
き
ま
す
と
、 

し
お
り
が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

し
お
り
を
ク
リ
ッ
ク
致
し
ま
す
と
該
当
の
頁
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
（図
二
）  

    

図一 

図二 

※ＰＤＦ画像としてＤＶＤ－ＲＯＭ１枚に収録、 

検索機能は付いていません 
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